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技術の概要

国の機関　 １０件　（九州　　0件　、九州以外　１０件　）　
自治体　　　５１件　（九州　　６件　、九州以外　４５件　）　
民　 間　　　３２件　（九州　　５件　、九州以外　２７件　）　

３．技術の効果

・ジオグリッドに変えたことにより、腐食の恐れがないため、耐久性の向上が期待できる。
・ジオグリッドに変えたことにより、使用資材が軽量かつコンパクトとなり重機作業が低減できるため
施工性の向上が期待できる。
・円筒状に変えたことにより、現地の取り合わせが容易となる。
・現地発生土に変えたことにより、中詰材の購入費が低減できるため経済性の向上が期待できる。
・現地発生土に変えたことにより、人力作業から重機作業となり工期短縮が期待できる。
・現地発生土に変えたことにより、残土処分量が低減できる。
・現地発生土に変えたことにより、のり面緑化が可能となり景観性の向上が期待できる。

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・最大のり高　H=8.0m以下
・のり面勾配　1：0.3よりも緩勾配
・設計安全率（滑動ＦＳが1.5以上，転倒ｅがL/6以下，支持力3.0以上）

・車両等の載荷重が直接影響を受けない場所

②特に効果の高い適用範囲
・災害時に早期復旧を要する箇所
・寒冷地の塩害（凍結融解剤）や酸性土（温泉地帯）、アルカリ性土（石灰安定処理、セメント安定処
理）等の特殊環境下
・中詰材が入手困難な箇所

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

本技術はジオグリッドを用いた円筒状の構造体（マキセル）による切土のり面対策工で、従来はふ
とんかご工で対応していた。本技術の活用により、ふとんかご等の設置が困難な箇所、土壌が酸
性またはアルカリ性で錆等による耐久性に懸念がある箇所に適用できる。

マキセル多段積み工法とは、筒状にしたテンサー（ジオグリッド）をテンサージョイナーで接続し、中
詰材に現地発生土を充填した構造体（マキセル）を切土のり面に設置する工法。テンサーは樹脂製
のため錆の発生がなく、資材が軽量で組立や現場合わせが容易で工期短縮が期待できる。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


